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《ＡＤＭ-６４０ＡＴ》                                       ６-1.システム構成・ソフトウエア構造／ＷＩＮＤＯＷＳ

                         第６章．ＷＩＮＤＯＷＳハンドラ

   当社製ＡＤボード（ＩＢＭ ＰＣ／ＡＴ互換機＝ＤＯＳ／Ｖ機用）をＶＣ、ＶＢ等で簡単に使用

 することのできるＷＩＮＤＯＷＳ９５・９８・ＮＴ用ハンドラＤＬＬ（＋ドライバ）です。

   ＡＤボードの基本機能が関数化されており、ユーザは御自身の記述するメインルーチンの中から

 呼び出して使用することができます。  すなわち、必要なパラメータ（動作条件）を変数に代入し

 て本ハンドラを呼び出すだけでＡＤサンプリングからパソコン本体メモリへのデータ転送まで、

 ポーリング・ブロック転送等により高速実行されます。

６-1.システム構成・ソフトウエア構造

パソコン本体  ： ＩＢＭ ＰＣ／ＡＴ互換機

拡張メモリ量  ： １６ＭＢ以上

  ＯＳ／ｺﾝﾊﾟｲﾗ  ： ＷＩＮＤＯＷＳ９５・９８、またはＮＴ(4.0)／ ３２ビット専用。

                   添付サンプル：Visual-Ｃ，Ｃ＋＋（5.0）

                                 Visual-Basic（5.0）

                                 Borland-Ｃ(5.0)，Delphi（3.0）

  供給メディア  ： ＡＤＭ－６４０ＡＴボード添付のサンプルディスク内。

  対応ＡＤボード： ＡＤＭ－６４０ＡＴ 【注】読み出し側ＦＩＦＯの最大容量＝３２Ｋ語以内。

  サンプリング  ： データ点数がＦＩＦＯメモリ容量までは各ボードの最高速度が可能、

                   それ以上の場合はＣＰＵ等に依存。

                     ★実測例：Pentium Ⅱ 400MHz の特定機で（１×ﾁｬﾝﾈﾙ数）＋１μｓ。

データ点数    ： 拡張メモリ空容量（１語＝２バイト）

割り込み      ： 使用は任意。

  その他のボード： Ｉ／Ｏアドレス、割り込み番号が重複しない限り同時に使用可能。

                                       図６－１．ソフトウエア構造

                （WINDOWS NT4 の場合）                           （WINDOWS95･98 の場合）

                    ユーザプログラム  ･･････（サンプル添付）･･････   ユーザプログラム

                 割り込み   Ｉ／Ｏ                                割り込み   Ｉ／Ｏ

                   通知       実行    ･･････（本ボード専用）･･････  通知       実行

                        （ＤＬＬ）                                       （ＤＬＬ）

                        デバイス      ･･････（本ボード専用）･･････  デバイス

                        ドライバ                                    ドライバ

                        本ボード                                         本ボード
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６-２.サンプリングの様子とデータバッファ構造／ＷＩＮＤＯＷＳ                              《ＡＤＭ-６４０ＡＴ》

６-２.サンプリングの様子とデータバッファ構造

   ハンドラの使用方法はとても簡単です。  具体的には６－４項以下で詳述しますが、要は使用

 するチャンネル数／サンプリング点数／クロック値／トリガ（スタート）条件等のパラメータを

 セットして各関数を呼ぶだけで、ＡＤデータはバッファに格納されて戻ってきます。

   本ハンドラでは大別して以下に記す２形態のサンプリング動作が可能です。

（１）   マニュアル（１回）サンプリング・スキャン動作はメインルーチン上任意のプロセスで、

 指定チャンネル群入力を各１回だけＡＤ変換し、結果をバッファに得ます。

（２）   連続サンプリング動作は指定チャンネル群に対し指定時間々隔（クロック周期）で指定

 回数だけＡＤ変換を行い、結果をバッファに得ます。

   動作開始となるトリガはソフト（即スタート）、内部（アナログ）、外部（デジタル）

 から選択できます。  クロック源も内蔵の１０ＭＨｚ/８.１９２ＭＨｚ、外部ＴＴＬ入力

       から選択できます。  いずれのクロック源も（ＡＤボードの実行可能な速度以内で）任意

       の整数値で分周して利用します。  外部クロックを分周比＝１／１で使用すると、外部の

       イベントに同期したＡＤ変換動作となります。

 【注１】指定チャンネル群： チャンネル０を先頭とする指定最終チャンネル番号までの一群。

 【注２】内部（アナログ）トリガ： 指定レベル/極性と先頭チャンネル入力を比較して検出する。

         外部（デジタル）トリガ： 専用ＴＴＬ入力（ＴＲＧ－ＩＮ）の指定極性エッジ。

 【注３】外部クロック源入力： 専用ＴＴＬ入力（CLK-IN）の指定極性エッジ。／最高１ MHz

                          図６－２Ａ．連続サンプリングの開始タイミング例

         連続サンプリング

         スタート関数の                                  外部トリガ

         呼び出しタイミング                           （負極性指定時）

                                                                              ｔ３

    トリガレベル

                                               ｔ２

                                                                                                    時刻

                    ｔ１

                                      ｔ１：ソフトトリガからの遅れ時間＝数１００μｓ

                                      ｔ２：内部（アナログ）トリガからの遅れ時間＝約１μｓ

                                      ｔ３：外部（デジタル）トリガからの遅れ時間＝３３０ｎｓ

    【注Ａ】  ソフトトリガからの遅れ時間ｔ１はスタート関数の呼び出し、および同関数内の管理手続き実行時間を

            含むものです。ＡＤボード自体のソフトトリガ・ビットをセットしてからの遅れは最大３００ｎｓです。

    【注Ｂ】  内部（アナログ）トリガからの遅れ時間ｔ２、および外部（デジタル）トリガからの遅れ時間ｔ３は

            各スタート関数の呼び出しと同関数内の管理手続き実行してトリガ待ち状態となってからの時間です。

              このトリガ待ち状態となるまでの時間は数１００μｓを要します。
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《ＡＤＭ-６４０ＡＴ》                              ６-２.サンプリングの様子とデータバッファ構造／ＷＩＮＤＯＷＳ

   ＡＤデータバッファと格納の様子

   サンプリングされたＡＤデータは指定バッファに転送されます。

   この（パソコン側メモリ上にある）バッファ内のデータ配置はＡＤボード上のＦＩＦＯメモリと

 同一イメージで、全チャンネルのＡＤデータが１個のバッファに格納されます。

                                      図６－２Ｂ．全チャンネルのＡＤデータが１個のバッファに入る

                                     バッファ                                       各ＡＤデータ群

       最古のサンプリング →      ＡＤデータ群                                     チャンネル０のデータ

                                  ＡＤデータ群                                     チャンネル１のデータ

   

                                  ＡＤデータ群                                     チャンネル２のデータ

                                  ＡＤデータ群                                     チャンネル３のデータ

                                       ・

                                       ・

                                       ・

                                       ・

                                       ・

      最新のサンプリング →       ＡＤデータ群

―――――――――― クロックによる連続サンプリング・ＡＤデータ読み込み方法  ―――――――――

      自動モード    ：   当ハンドラＤＬＬ内にバッファを確保し、これにＡＤボード内で自動

                       連続サンプリングされたＡＤデータを自動転送する。  ユーザプログラ

                       ムは別のタスクをマルチスレッドで併行することができる。

                         ＤＬＬ内バッファへのデータ読み込みは、当ハンドラ自体がＦＩＦＯ

                       メモリの充満状態を示す【Half-Full】または【Not-Empty】フラグを

                       監視して＜ＦＩＦＯメモリ容量の半分＞または＜１スキャン分＞単位で

                       行う。  前者はブロック転送命令を使用するので速く、本ボードの最高

                       速度を実現できる。  後者は１回サンプリングごとにＡＤデータを評価

                       して実行すべき処理があるような場合向きで、やや低速。

                         いずれの場合もユーザプログラム側からはステータス関数中のサンプ

                       リング済み点数を参照し、専用のデータ転送関数で行う。

     《メッセージ》→    ＡＤボードのサンプリング速度にプログラム側が追いつかなくなるか、

                       ＡＤボードが実行不可能な速いクロックを与えた場合に発生するサンプ

                       リングエラー（データロスト）、または指定数サンプリング終了がある。

                         その他、ユーザプログラム中では割り込みイベントも利用できる。

                          

   マニュアルモード ：   ユーザプログラム内にバッファを確保し、これにＡＤボード内で自動

                       連続サンプリングされたＡＤデータを【連続サンプリングクロック】／

                       【１回サンプリングスキャン終了】／【Half-Full】／【Not-Empty】／

                       【トリガ発生】／【外部割り込み】／等による割り込みイベントまたは

                       ポーリングで＜ＦＩＦＯメモリ容量の半分＞または＜１スキャン分＞

                       単位で行う。  サンプリング停止関数実行まで無限サンプリング動作と

                       となり、割り込みイベントを使用した場合はプログラム側の処理が追い

                       つかないと例外発生でユーザプログラムが停止する危険がある。

     《メッセージ》→    前記の各割り込みイベントによる。  サンプリングエラー、指定サン

                       プリング終了などはユーザプログラム中でステータスをチェックする。
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６-３.使用準備／ＷＩＮＤＯＷＳ                                                            《ＡＤＭ-６４０ＡＴ》

６-3.使用準備

  ボード上の設定・入力接続は標準設定【１-２項】とします。

  まず第４章（４－１項）にしたがって本ボード関連ファイルをインストールします。

次に本ハンドラＤＬＬ／専用ドライバを所定のフォルダに移すインストール作業は以下のとおり

です。

                          なお、   ＡＤＭ－６４０ＡＴの場合： □□□＝６４０

                                   ＡＤＭ－６５２ＡＴの場合： □□□＝６５２

                                   ＡＤＭ－６５６ＡＴの場合： □□□＝６５６

                                                         △： バージョン番号

  ◆ＷＩＮＤＯＷＳ９５（９８）の場合

   (1) ¥WINDOWS フォルダ に“Ｈ□□□＿９５△.ＤＬＬ”をコピーする。

   (2) ¥WINDOWS¥SYSTEM フォルダに“Ｄ□□□＿９５△.ＶＸＤ”をコピーする。

  ◆ＷＩＮＤＯＷＳ ＮＴ（4.0）の場合 ／Administrator レベルで行う／

   (1) ¥WINDOWS¥SYSTEM32 フォルダに“Ｈ□□□＿ＮＴ△.ＤＬＬ”をコピーする。

   (2) ¥WINDOWS¥SYSTEM32¥DRIVERS フォルダに“Ｄ□□□＿ＮＴ△.ＳＹＳ”をコピーする。

   (3) 任意のフォルダにユーティリティ“Ｄ□□□Ｒｅｇ.ｅｘｅ”をコピーする。

   《デバイスドライバの設定／リソースの確認》

     デバイスドライバの設定／リソースの確認ユーティリティ（Ｄ□□□Ｒｅｇ）を起動し、

   本ボードのＩ／Ｏアドレス・割り込みレベル情報をレジストリに書き込み、（確認のため）

   表示し、さらに本専用ドライバを起動して同情報を設定します。

     また同時に、以後の本専用ドライバ起動方法（自動／手動／禁止）を選択設定します。


